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第十八卷

菱電井發

大型水車發電機と傘型發電機

昭和十七年十

内容梗概

大容址水車我磁機で最近注町乍されたもの寸称造上の新傾向を需_單に統叫し、Jケじ,ド上ンaル仞じ

製作ぎ北たアンづしラ剛(傘ND 舒獣轟造並にぢ刷戒設計上の倣偵を紹介した。

緒

水力霞電用大容量水卓直苹誇叟心機として、現今婁N乍さ

れつ、あ乙交流機は、或牛"朱なるもの極めて小型なるも

Dを除き、殆んど大部分が竪軸剛である。雙逃兪耻に依

り多少共織逃を異{てす乙黙があるが、大休に於てその帳

本設計がーつの傾向を九どつて居乙ものであ乙。此代表

的織造を總括的に溌朋し、併せで於近當而Nで於て峡作完
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了・辻るもの叉は目下製作中のもののり・.の主なるものにっ

き,没計上の旦新汀を公夫して參老忙伊÷tZル

大容量機

水那製"機の大容・;旦之目すべき容量に1'"しては、元来

僻然と定むべき何等の択捺もなく婦乙洪然主したもので

あるが、梨北,現在完成されて居る機依につき枇逃共他の

ボ倩より極めて大略のU勘刈を付けれぱ現北の處述度の商

き方で3萬千口低き力で1菖キロ偲災主ぢへて火過な

い七誘へら乙。更に又之等は1切遡名述度より見て、之叉

判然●ではないが商述,機と低速艇とに匝.分し,て老へらる

るものであ乙。甜江岡貼線 1 とⅡの●、1・寸均に織するものは

所謂高述機ではり速度の低きものは之を低述'機上考へ

て、織逝上の閲匙を取拔つて六なる誤はないと想、'ー

1四曲糊迹今一婿的俳に云へば大体,甕遜.機、撤為亟頭乃ち

叫樺子タト徑に於ける周述が如米謹秒、又曲制江1に於て

は周速飾米毎秒程度と見らるべきものである。勿論發

鼈機の短絡比、蓄勢輪効県、保證過速皮等の種々な乙條

件に依り相當の焚化あるは歯然である。曲線1はり更に

速安の高仏ものは之を牛努朱機として考へべきもので特殊

設計と特徐材料を要し叉特別の運叫力式等も老へねぱな

らぬもので、之等は本項の詮明外に置くとと X,、乙。

元來高述機占低速桜は六容量の場合、其根本彬逝には大

茎なく、只低速桜は外徑六となり固定子、回轉子共に非

,百'に肩平となり且固定子鐵心並に回祥子語猫馴倫が、巾狹

き解造上の差があるのみである。然し、最近特に米國に

疑て非常に多く採用さiしつXあるアンづレラ型 C令聾D は

脊紀との低速機用の泌造として登場したもので、之に關

しては六項に於て少しく附帶的に詮明し段いと思'ー

第9圖は大容品機の代夫的邦賢占主見らろ可きちので、
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穀及ぴ穀部の下方にあつて、腕より生ホる張力を引止め

る張力板よりなつた純然たる細立式織造である。

(ハ)下部軸受支持枠構造

殆んど至て写雌伺或は鋼材を用ひた、橋梁式砥造に側部

支持腕を杓レト締を以て取蒲けた俳逃が採用されて居る'

荷重の割会に少い爲と据附、調牲の簡易なとと織造簡單

で製作斐少く_且つ頑丈なとし、瑜途の便等よりか＼Z、儀

造が一般に採用されて居るのである。

(ニ)回轉子転鐵

徐途の關係上、特列での婁町乍所以外は始んど全て成層嵒1.1

鐵輪剛を採用し、成府扇形片は特別高過速虔を保證する

場合、乃ち扇形片相互の塵擦力をも張度に算入tるりン合

は、 8%~1.6W,の私導剛反を使用するが、然し製作細.立

斐を低下せしめる卿はりして、普通の場合は 3.2%~フ%

程隻の厚さで傾向としては次錦に厚いものが使用さる＼

状態である。而して幅戡輪は特除材半Wン要求を避ける爲

從来の如く相常の過速度迄蠣戡輪が絶休に緩まぬ如き程

座に、恨く邁合せしめる力式を斥らホ隔戡輪に或る程度

の綏みを許し、その爲に生ホる輪の移動乃至副樋は、輪

の内徑周辺に均等に配列せられた襖の側部によつて支持

せしめて防'ぐ様にした刊而胃「浮游型」を用ひるのが普通

である一語織は金紗岡又は節"小熔接細立式兩様が一般に用

ひらる。

(ホ)軸 受

先づ推力軸受はキンづスベリー式のビポット支持削動調梨

型が多く、撥條型は前岩に此レM少い痔き6あろ。振_止軌

受は近時の傾向ιして閲筒型受金は次第にその長さを縮

め、直徑の 60~如%程度になつて來て居る。叉大剛の

ものに對しては、重量大主なり取扱面倒な乙とと、軸受

部分が3箇所忙別れ、配管、給油、收油等が非常に面倒

となるとと等より第2圖の附岡の如く、多數の匝分受金

よりなる推力軸受十ンづスベリー型と同様、 eポット支持の

自働調1客型の振,止軸受を用ひる傾向が多くなつて來て居

る。乃ち同附圖忙示される如く、_ヒ部は推力軸受の回轉

板の倶抽3忙温分受金を装備して軸受を俳成する關係上、

軸受部分は2箇所占なり、且上部、下部の軸上給油(兩

者共油糟中に浸さる)並に冷却が著しく良好主せられ、

.^1

.その概要をダ嘱巳すれぱ大体下認の通りである。

(イ) 却装置゛1コ

との種の型では現今殆んど至てが閉鎖された冷却氣刈

路の通風方式で、水に依る匝分室氣冷却器を數個装備し

實際の至負荷運惇の場合は其発部を用ひるととなく、例

へぱ6箇の中 1箇、 8箇の中 1箇は任意休_止せしめて、

保守、手入れ又ば修理を、護電"機を休止すると占なく行

ひ得る如き設計が普通である。

(ロ)上部軸受支持枠構造

回轉部分の重量及不中何加k駆荷重等を全部支持する上

部軸受支持枠は至て鋼材熔接で、放射状に装備せられろ

多數の支特腕、とれ等を中心部に於て固着せしめる中心
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有効で旦.断油の場合も、油槽中に軸受のある開係上殆ん

ど危彫肋ミないと云'、利黙がある。鮮治岡は振止軸受の碍

分受余のー・例である。

(ヘ)制動捲線通風羽根制動機

後段20000千口發電機の項に於て述べろ如き理由に依

り、殆んど至てが制動捲線を磁極頭に奘備されて居乙。

通風羽根に對しては、從來の如き輪型のものより單獨の

羽根を各極叉は數極長に奘備し、尚その粥根の形に對し

て通風の平滑な流入、渦流及騒吾防_止の種々なる研交を

加へたものが用ひられて居る。

制動機は一般に油洩防_止の見地よ W傘縮室氣により作

動され乙もの多く、蛾縮室氣管の一部及制動機岡筒は商

照に耐へる如くし、細.立、分解の場合に、油嘩抑上装置

を粂ねしめて居る。制動輪はー・種の消キ毛遍,であるとの見

地より、回惇子幅徽{こ裴備し,た輪板の沸i中に扇形片を迎

續劇Jに配置したものが一般に剖ひられ、機械を分解t乙

と主なく制動輪の取粋を行ひ得・るものであ乙。

床台(ト)

固定子枠は一般に殆んど鯛材1容接剛で、熊の傳導好く

j'散等の場介に比し温安上昇・が朴U曽大である爲に枠自休

の凱1こよ乙直徑力向の膨膿労井Π常大であつて、從而とれ

を充分誘慰に入れねぱならない。從來の台斥と忰の問に

人nZ并立置1司定用の止め林の如きは、との膨帳による剪

断力には到血耐へ得ぬ場介が多い。?冷辻に於ては、枠と

台斥闇に放g、川犬に怜の周辺均等に止め様を配置し、迫經

力向の膨帳を白由にする力式を用ひて居る。台床は一般

{こ扇形或は長ガ形の片を怜の下西、関周均等に或は窒仟再

げ引d絵個剛列ルて.之を某礫ポ1レトにて固着設置すろもの

が大IW分である。

fチ)固定子鍾心

一般に次第に塗卯沸鉾抑0の如く、商佳素釧が川ひられ

滋損の低下を計乙傾向になつて居乙。叉大容量機で{t光

づその安定麿が極めて重六税され、従而過渡及次過渡リ

アクタンスの飽郡価をW'來る丈け小さくする事が府i望され

て胤・る。乃ち過渡時に於ける電蛾の燮化は、所謝定キ各電

娜に對す乙価ではなく、それよ川よ透かに浦い内部心墨

に堂ナしてのりアクタンス価に依るもので、之等は皆飽矛川艇

の商い時の価を抓らなけれぱならないものであ乙。定格

選蛾に於け乙過渡りアクタンスの飽矛川系數は.9 程度であ

ろが、至負荷内部竃墜に對す乙贇効餉和係唖刈よ.65程咳

f住のものが一般的で、りアクタンスを低くし,凡飽羽1係數を

小さくして安定を計る爲には、各部の飽利をオ片當袖K取

るととがし、要となり、識、D其他の設計に韮ナし著し,くとの

傾向が表はれて來て居る。一例を擧ぐれぱ、散心齒部仍

池和を闇むる爲に齒部中央{蔀苗を置きて之を行ひ、叉室

隙を増加して充分商い磁東谿妾で勧く様にすろ等の事が

行は11て居ろ。

(り)捲 線

定キ各竃墜は 13800~1600OV が誓通で、必中コロナ咲

止外被を固定子捲線外部(講中に在る部分)に施t。絶

火型水車搬 篭 誠望と傘型敬"靜曼

縁塗料に依る誘電体損の低下、トランスボジション法叉はツ

イスト法に依り畠耕倫内部の負荷損低下等は、勿論必、ず行

はれて居る。界磁捲線に對しては千打捲の外側乃ち冷却

機に直接觸れる部分を殆んど裸とするか、叉は熱傳導よ

り絶縁塗料を極めて薄く施し、或は數卷毎に平打捲の側

部を凸出せしめて冷却面を埒加tろ等の方注が先づ普通

に施されて居る。

(ヌ)機械特性に關する黙

先づ大容量機に對しては安定度が第一の重黙とされ乙

關係上、正相インeーダンスを小にし、且つ飽和度を袖K

す乙。乃ち短絡比を六にするとと及回轉部分の鷲積勢力

を六にす乙等のため、機械形献は著しく大となつて居る

又制動捲制佐施し、その抵抗を適當の価として、故障時

の逆相電硫の減少と同期化力の埒加占を適當に加味し、

或は叉述地海姉茲を採用す乙等のととは一般的に行捻れて

居る。尚近時、新しい傾向とし,て水車訓速機のフライポール

を同期電動機で駆動し、その電源を主樹はり張動され乙

小弐野委電,機に依り、乃ち主市11辻至く同期的に調速機を作

動せしめる力法が採用され、之叉多少は安定に寄與して

居るものである。途電線の充電を行'、爲、子盈電識の充電

容量を埒加す乙事も亦考慮せられ、との充電容量の墳加

ぱ界磁を強くすろとと Xなり、結局又機械寸法を相常六

きく抓る傾向となつて居Zル

火容量上1、タトの桜械に關しても、軸受構匙に於て第2鬮

1村岡の如き匝分受金を使用し、、軸受部分を 2箇所とした

、のもあ乙が、との場会は、大容量"機程の利馴iは認めら

れない。併し軸受給油系絖の簡易化と云'、馴はり一顧の

債価は充分あるとW、'、。第4岡はとの種の幟造であ乙。
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アンづレラ型(傘型)

令剛織匙は、元來新しき試みではなく、相常古き1寺代

紀tでに此種の型は製作されたものであるが、共後、鋼

材熔接と種々なる改良が加殊されて、近時嗣iしく多數の

との種の織造力七製作され、滿足なろ結果を得て、現今で

は低迹虔機の本格的構造占おへらるまでに至つたもので

ある。第5岡は傘型織造の一例であつて、第2圖の1韓造

{て此して軸長短く、從而機械の高さ低く且つ上部軸受支

持忰に相當する剖勤＼が著しく簡單であると主、叉軸受部

分が第2圖附鬮の匝分受金を用ひた場合の上部軸受部分

をその儘一F部軸受部分とし、上部軸受部を省略した構造

で、軸受部は單一で然も1箇の油糟中に納められた頗乙

簡單なものとなつて居るのである。傘型の特登熟て關して

は種々卸鵬裂て亘つて列舉さる可きであるが、此所にはそ

の主なる黙乃ち機械寸法の縮少、特に姑材の少きとと及

其他の部分忙於ける倩造材料の少いと主、織造簡單'で据

着、制.立、保守の容易なる黙を1尉商して時局下に於ける

資材節約の見地より本俳途の一老すべきととを蝿調すろ

ものである。

本俳造に於て最、注目される軸受部分に關しては尚一

昭和 17年11JI 菱 電 機

屡の池歩を見る可きもので、推力轍受と振11二軸受部分主

を一体化し、尚一屑簡單なる單一の軸受とする計拙匙も

tでに贇驗的に行つて居乙。錦6鬮は乃ちとのR的の爲

に製作された球面推力軸受である。

尚低速度小容量の機械に對しても、上述の惜逃とは多

少異なるから、六体に於て同様なる儒造を探川する傾向

がある。との場介、軸受削扮＼は小型の爲釡然直接の監覗

を行はぬものである。第7愉1はとの川リ)惜造を示すもの

、6ある。
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20,00O KVA 傘型發電機

當赴に於て、本邦最籾に製作した令翫野委電徒であつて

第1圖曲線より見られる通り、低速度機乃ち傘型を採川

する黙より云へぱ可なり都劉捉に近きもので、從而織逃上

多少切詰められた乙黙があるが、運軸減紬は極めて良好

であ乙。第8圖はその据着外親で勧91岡は大体の構造を

示すものであ乙。以下本機の藝黙のみを摘W'して簡單"に

溌明するとととする。

(イ)定格、特性、機械常數

本機の定格特性Mに機械常數は大体下詑の通りである

遜座Ⅱ00OV力率 90%出力 20,00ORVA

1@倣 32刷波數50~速度 187.5rpm

型一竪側1余型

通風力式・一開路式閉銓U血匝U型

絶終て・一固定子捲線(マイカ1レタフカルム) B 種

回樽子捲線(マイカアスベストス) B 極

保託サ侃度上男・固定子捲線 80゜C(埋設温度計Uり

回轉子捲線 80゜C (抵抗沙D

保證過速度耐力 336rpm に於て一分闇

保證短絡比 1.1以上

保證回愽子祥ル訓瑜効果 840,0船 kgm'(GDり

過渡りアクタンス豫定価 36%(飽和侃D

線路充電容量豫定価 15,oookvA (鮖0OV に於て)

保證能率第 10 圖曲線

以上が定格並忙設計要倒である。叉特1生は鋪11圖の通

りで、機械常数の豫定価は次表の通りである。
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(3)・,・・・据附中の軸受支持枠

(4)・・,・・・先了せる軸受部分

(5)・・・・細.立完了せる回轉子幅鐵

(6)ーー完成せる回轉子を軸受部部分に取附作業

(フ)・、・・・・完至に取附けられた回轉子

(との駄態に於て主發電機は運轉可能)

(8)・,・・・上部勵磁機支持忰及勵磁機取附完了

次に第13圖は、傘型の場合と普通型の場合に於ける

機械寸法、形態等の比核を本機を假に普通型とした場合

に堂1して行つたものである。斜制捲施せる部分は、普通

型とした場合の機械部分の追加である。乃ち、軸長に於

て約 3000 粍の延長となり、機械高に於ても略同様の寸

法堆加となる。叉斜線を施した上部軸受支持忰劃扮、の重

量増加は、、傘型の場合の回榔子幅鐵下割触受支持忰の重

量増加其他を差し引いて、本機の場合約 28 噸程度とな

り、軸其の他の部分の靈量堀加を合算すれぱ約 40 噸機

械重量堆加となるから、資材{て於ける重量堆加は、先づ

50 噸に近きものとな乙。

(ハ)鐵心、捲線

本.艘の織心は、八幡製斜拶斤YT級.35粍厚さの確素釧

板より岡腸 24 箇の.扇形片を打拔き、判立たもので1靴"C、

嗣冱:の絶縁は將種のソジウムシリケート皮膜に依り、水ガラス

削を塗布した扇形片を姥鈍す乙と同時に、勲化學的に生

人型水車俄地機と傘型敬竃杉薹
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ぜしめたもの、6ある。織・C晒晦の寸法に關しては、・市"世心

如く飽和度を誘慮したものである、固定子捲線用新師輪は

素線を裸銅線及マイカ捲銅線の都介せ占し、 B毛覇笛珠を

施し、立嵜部に於てトランスボづションを行ぴ、、負荷損の低下

を計つて居る。界磁吊則輪は?イカ及ぴアスベスト絶縁によ

る同じくB種絶縁であ乙。

(ニ)振止及推力軸受
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の油棺イ封江2圖(3)の油愽吃擶放する忰)中に設置寸

る。,振止軸受の匝分受金は 24 個よリ放リ、各受金はー・
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i商の亡ポットにて支特されて内個剣Jに給油訓繋が行はれ

るものである。推力軸受は千ンづス゛上式で其樹三雫は灸
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選機回愽都分107噸水東軸

ナー及不千4わk11於等 158 噸、削

265 噸で 6 個の扇形受金よリ凪

る。封江4 岡 a)は振_止."受山

豫俳珀嬬周整を行はノしとす乙所、

(2)は完成した1辰、止"受、(3)

は推力軸受の扇形受金である。

本機に於ては油冷刈瑶晶を機械外

部に置いた關係上、厩分約 5ガ

ロン程妾の冷却油を・一個d>電動

ポンづに依り循瑞せしめて居ろ。

乃ちボンづの給油側上吸_込側は

池冷却器をj匝じて油尋,に1妾〒賣せ

られろ故、油の過不足なく一定

油面を保持す乙ものである。1司

油樽は大界量の外部油幣に接纏

L、との油糟に浮子附の加而繼

'器を設'置して居る。

(ホ)回轉子輪鐵

第 15 1圖は拒N轡子を示すもd)

兜詐蚊は鎌訓W、幅'散輪は 1.6ξ 、

托厚さの軟鋼板成村剛で成層用

の扇形片は岡刷8個で、各扇形
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大烈水車騒電機と傘型敬篭機

第 14

片は4個の磁極取付剛のづづテール満を有する。本幅鐵輪

は放厨板相互の喫擦力を解貰ならしめる爲第 16 鬮に示

t如く扇形片一枚厩に清掃用槽,・P{てて充分に錆、油及其

他の異物を充分に拭ひ去つて細.立たものである。轆戡は

所調傘川!で一個の錯造体である。飛剛の形耿よりみて復

頃力山大なると主は勿論であるが、尚・一府各都の重量の

均一を計リ、廻桝沖の平衡の完至を期する爲じ弟 17 圖

に示す勿K ビポット上に回轉子の中心を支持せしめ、胤

剛を塑剣固の天仟にて支持せし,めてその指示により適當に

屯量の半衡を行つ九ものである。乃ち(1)は eポット、(2)

ぱ山1轉子受台、(3)は eポ,介上に在る回轉子輔鐵の周剛

に配置せる天祚である。令鵡姉爵蛾に於て最も應力の大き

い謝は其腕である。本,機の場介、その最大艇力の断面に

就て誘へる主大体次の如くで、或る部分では過速喫の場

介却つて愈力相殺の爲その佃が小である。(イ旦、断面は

1測であ乙)

、

父

^

岡(3)
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鼻ι

ーン

手
琴
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'

g 龜X変

山目的は、低抵抗捲線により同期化力を増加せし,めて、

周波數の低い動搖を防止し、商抵抗捲線はその抵伉分の

喩加により、逆相イン亡一づンスを堆加せしめて、單キ跡垣

絡の過渡時に於ける短絡電流の闇周波動搖・を捌限tz)も

のである。從而f制動捲線の抵抗はとの兩Xを充分老へ

合せて決定すべきものである。向して贊際の設計に常つ

ては、尚との上に捲線自体の機械的強度を誘臘tべきで

ある。乃ち制動捲線は、ある場合相常大電力をその中に

消豊すると主なり、從而その温度は相常鵬K上昇tるも

のであるが、か＼乙高澀で充分な枇械的強唆を保持せし

めろと主が相當面倒な問題である。第玲圖の曲線は主

なる制動捲線材料の温妾と張慶を示すものであつて、憇

'逆しうる温度上男.400゜C~500゜C 附近では殆んど常温

の半分位の殘度主な乙。次忙又制動捲線の効果占して老

'、べきは、單相短ホ伶尚渡時に於け乙開放相に誘起される

異常寸翻璽の防止並に、線路開放{て常つて生ホる再起電雌

及其周波數を低下せしめる黒1「6あ乙。

本機の採用した捲線は、黄銅丸棒で第 19 鬪に示t如

き?ンガン青銅鉾物製・の極片を用ひ連續的に各極を接紬

したものである。極片は、磁桓排削長の一門揣にある切込み

によ垪農械的に支持されろ楴造であつて、その常數は下

,氾の通りである。(單位法)

直軸一制動捲吊賢届洩りアクタンス 0.054^

告K I}

''

邦オ

g¥ず

声験

(ヘ)制動捲線

前述の如く一般に大刑.水車發竃.機{ては桐圃J兆線を装備

tるもので、本'機も亦之を装備して居ろ。元來制動捲線
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鬪

0コy/

500

制靈川を線一・・

.f

600

横軸一制動捲制晰京史りアクタンス 0.056

制動捲洞劉氏抗 0.073

尚機械的蝉度及工作上の見地よりΠ制動捲制柁連綾的

主せホ、各極に於て獨立して機械的に張固なる設計を採

用する場合があるが、との場合制動捲線占しての効果に

相當の閉きを生中ると占は免れぬものである。乃ち

(1)連村N勺捲線びy昜介

異耿電嘩上昇 1.34最大磁束鎖交

異耿電黙上男 1.17最小磁束鎖交

伐)不連紗加勺捲線の場介

最大磁束鎖交 異駄電!傘上X.1.84

異状電畷上打・ 1.42最小磁東鎖交

從舸本機に於ては、或程喫の強度並に工作上の不利を

犠牝にして、連粒拍勺俳迭を抓用して居る。

(ト)通風羽根

通厘W弓根に關しては、先づ通匝WE率の良好從つて過流

等の少い設計を採剛して居り、第 16 岡に示す如き形態

である。其特徴主する所は

a)從來の輪耿の通風羽桜に此して、資材彼製作讐

が著し,く少い。

(2)取附、取外簡單で_且細.立た機械内部の黙檢容易

(3)輪耿羽恨の場合の側板がない關係上著し,くj膨風

能率よく、過所武亨が少い。

(4)混流型に設計され、且羽根各部の面を通風の圓

滑なる流れを生ぜしめる如き形駄となしうる。

^

ーーーーーー、1 ^ー..^ーー^

琴痴

拶'十ム
ー.ー、

二t

三゛

.泌玉讐当六

第

ゞゞ 、゛

^'

ー'三ーニ

イ(、

^、'^^^^

^^イ^^^^^^
ノノーー

^

'

19

卓"イ4"'

ノ^
ーーー^

^

(5)晋縛は多少多い場合があるが、材料及板の厚さ

等の加減により低訟1吾とする翫'が出來、騒吾占

しては餘り問題にならぬ。

等の諸黙である。

(チ) 床台

本機の台床は、元來固定子用及ぴ軸受忰用共に長力形

の台床片を用ひる設計であつたが、途中より註艾元の藝

求に依り軸受枠用のみは輪剛の鋼材熔接型の頑丈な雄造

把塗更し、發電,機基礎卦鄭韓の一部を俳成する如きもの主

塗更棚乍されたものである。主なる基礎荷重は大体下記

の通りである。

(1)固定子台床片上の荷重・一靜荷重・-90噸

活論丁ILE 275晦
(2)軸受忰基礎輪

ヨマ';→ 1、' 1 』 95噸

(3)固定子枠台床面に働く剪断荷重一・活荷重210噸

第 20 岡は細立中の軸受枠基礎を示す。

大型力づラン水車直結機

目下常赴に於て製作中の大削力づラン水車直結機二那

に對し、その定格一没計要陪及.機械常敷の大略を紹介す

ると主、司、。

17,00O KVA 力づラン水車發電機

第 211刷は井組立断面にて、上糊はり

(1)嘩油導入装置及配池辨(水車ランナー用)

(2)水車調速機振子1ξ匪動用同期電動桜の競源用交

流發電機

(3)副勵磁機

(4)主勵磁機

(5)推力軸受

(6)上部軸受支持枠及上言尉辰_止軸受

(フ)主礎電枇固定子及回轉子

(8)、ド部軸受支持忰及下剖卿長止軸受

(9>滑油ボンラ及油溜

(1の軌位揣フラン子(ランナーサーポモートルに直結の爲大

なるフラン子徑とせるもの)
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大型水車敬

巨'.!'、

鼈

11

機と傘型議電機

,{!

の配置順になつて居る。

定格、要目及機械常數は下記の通りである。

出力 17,oookvA、力率 85%、電巫 11,00O V

周波數 50~、速度 125 rpm、極數 48

型一竪軸カララン型

通風方式・一開路式閉鎖通風型

絶縁一固定子捲線(マイカ」レタつオリウム) B 種

回轉子捲線(マイカーアスベストス) B 種

保誇温度上昇・一固定子捲線一75゜C (埋波温度計
法)

・一回轉子捲線一80゜C (抵抗法)

325 ゆm に於て 1分間保誇過速度耐力

保證短絡比 1.0

回轉子蓄男司輪効果 2,8船,ooo kgm゜(GD')

保證能率至負_荷 85%力率に於て 95.3%

途電線充電奔器 950OV {て於て 11,oookvA

勵磁電力至角、荷 85%力率{て於て 128kW187V
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機械常數豫定価

■.二■
リアクタンス(Ⅷ位社D

昭和 17年1け1

1550O K>A 力づラン水車發電機

幡造及機被配置等大体前述の 170ookvA と同一であ

乙定格、藝月及機械常數は下記の通りであ乙。

出力 1550okvA、力牽 80%、電延 110船 V

培N皮'數 60~、速皮 171.5 rpm、極數 42

削一竪軸力づランノ判

趙風力式本氣冷却器を有すろ閉路閉鎖通風郡

稱綵一一固定子捲線(マイカルタフォリウム) B 種

時常瞰(チめ

菱

1單位殴暫
(常數砂)

亀

T己

M

(叺封鹿
單位)

フ.6

^1^^ー^^ー

機

回惇子捲線(マイカアスベスト) B種

保證温度上昇固定子捲線 65゜C (埋設温度計注)

回轉子捲線 65゜C(抵抗法)

360ゆm に於て 1分朋

1.05

2,100,ooo kgm'(GD゜)

900O V に於マr・ 12,50oo kvA

80%力葬酔こ於て怖.6%

80%力率に於て 90kW 197 V

第玲卷第Ⅱ貌

保證過速度耐力

保證短絡此

回轉子蓄勢輪効果

道電線充電容量

保證能率至負荷

勵磁電力至負荷

機械常數豫定値

、、ーー1-ー.
リアクタンス(奨;.位11D 畔常数(秒) 1單位憤"

常数qめ
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放田營ι

放_電管に依る誘導電動機の速度調整

内容梗、概

貞荷阿轉力が回輔速度の肖乘に比例して賓化する様な荷を誘導透動機で運轉小に、"源i樹晒或松

瑚波数が鰯化した場合、その速度は如何に耀化するか。斯る場合に蓮鹿に頃化を生ぜしめたい爲には

如何なる調築が必要であるかを鮪單に考究し、三挿放電誓を用ひて生として鼈郭鄭倒吠の姿動に基く恕

撲の槌化を補藥する謹座調棲器の實例に就て二兌明を加へたものである。

§1.電源の坐動が誘導電動機の速度特性1こ

及ぽす影響

負、荷1可轉力が回軸魅変の内乘に比例し.て鍵化する様な

荷を負、つて誘導電動機が運榔中に、電源電座或は周波賦

に処動が起き九場合、その述度は如何様に縫化す乙か'

とれを次の三つの場合に分けて簡聞_に考察して見乙。

(A)電墜のみ篭耐ル,た場合

(B)所リ皮敷のみ雙動しプこ場弁

(C)井割雌主刷波數主が一緒に礎動した場介

以上をお察するに常り、本文は誘導電動機の牛別生を研究

す乙のがそのR的でないから條件を簡單.にすろ爲に次仍

如き假定を設ける。即ち、

,誘導電動機は規定の竃厭、播h波、数の、下に或乙述虚で赴

゛"1

1撲ニ__

火阪製作所

縛してゐるものと定める。

365

哘の如き場合に'選ij臣電厭乃至刷波駈{て餐動を生じたと

き速度力畝Π何に雛化tるかを誘'、るとと、し,、起動牛別生

や、幟大回轉力の發化等はとれを誘察しない事にす乙。

心りSにて述轉中の誘導電動機の回樽力をrとtれぱ、

・(五'0 ゜?'y?π..,
フ'ー .

(%,十χ。リ
旦、

9.81×4πf ノ)゜+S十宏 %r 0

S' S,0

r川とが釣介つて(1-S,)な乙述受で.運熱を・行'.と

1てなる。

即ち(1) 1{、'より、

r 一κ一ー・ーー^ーー^^ー・ー、・・(

S.(α五、y ・ ry
( 3.)

'ー(S.ア,十?'yソ+S才(%.十Xゞソ

く質.荷地1榔力は回樽速喫の11卜爪に此例tるから

フ'ル=入"(1-S。y ( 4 J

1'ん=K'(1-SD゜ ( 5 J

"動機出力と色、荷主が釣合つて居乙故に

rル= rⅢ01 f 6 j
rハ=r加,j

夬n故に(2)式乃玉(6)式を適川して、

S。(五',)゜,ryr剛o r/0
ニ、里

ア,,ーフh (S。?',十?'yy十S。゜(X,十χ。'γ

(SI,十?'yy十SI(%,十χゞy,、

S,.(πED'・ rダ

(1-S。)'
( 7 J

(1-S,γ

h.g.-U. ( 1 )

茲に祝,=一次の相數

単t四一極

f =電源周波數

北、一次一相の抵抗

%,=ーーヲく一相のりアクタンス

%y=一三欠に換算した二次一相のりアクタンス

九'=一吹{て換算した二次・一相の抵抗

芽弧圖に於て定格端子電座のとき電動機は滑り S。に

て回縛し、負荷の回轉力でと電動機の回轉カア。とが

釣合つて定速運判洗してゐる。

A)電歴のみ璽動した場合以上の如き駄態のとき,局

子電蛾が△E 丈け雛化して 4E となつたときは、滑り

S。は S,となり、負.荷1可智力 rんと竃動機の回轉力

T二に゛
仁1

畢

とおき旦.つ S

100

、

凌

滑リーーーーー,

弟

臼り

] b、

『"

まχ及R;τ」'%,ー

紙抗Mに速度制御用二次抵抗の,和、似し,何れも一次{こ号

算し,た値主tろ。)に對して之を告略し,得・ろから(フ)式

は

1
回
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力
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T
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S,α゜{(kゞy十S。゜%斗(1-SD゜

(7り式を展開し(S)゜の項を省略すれば、

q_(17SO)゜十?_SO S,+ 1=0S゛ー ^^^^

AVA'-4
S, でー

2

S。イ(Rイ)゜十S゛%リ

照和 17年Ⅱ見

(14)

(1-S。y

(8)式から電駆五。のとき滑り S。で運轉してゐた電動

機は供給電巫がα三。に癒つたときは滑りがどれだけに

鍵化するかを知るととが出來ろ。即ち速度の癒化は、

士一-L二^?"× 100%=士一!ニーー」 X I00%
IV。 1-S。

イ旦し(十)は電座上昇の場合を示し、(ー)は電巫降下

の場合を示す。

次に電墜が E。よりα五。に雛化した爲に速麼が(1-

S。)から a-SD にまで麺化したとすればとれを補整し

て始の速度(1-S。)にまで戻すには如何にしたらよいか

を老えて見る。夫れには次の二つの場合がある。

ア)一次電駆に依る補整方法

イ)二次抵抗に依る袖整方法

ア)の場合は常然遊化した丈の一次燮座を何等かの力

'I Q

'1',

1^。

(14y

速庶(N)

菱

(フ)

機

r。の曲線に就いて(2)式を考命、れぱ、

S。(五Dヲ'ゞ

( 8 )

(S。乃十九り゜十S。゜(%.十%ゞy

又ア。の曲線に就いて(2)式を誘'、れぱ、

7L=K_ S'_q五_0_3Ktal_R0り____
゜ー(S。北十1'y士R〆)゜+S。'(二十%yy

イ旦し R。,=・一次に換算せられ乙二次調整抵抗とす。

S。(α五'D゜(宏ゞ士R。リ
故に

(S。北十宏イ士Ryy+S。゜(%,+%ゞ)'

S。(五D゜rゞ

第 18 卷第 H

r。= 1<'

法で加減して供給電駆を元の値にまで戻してやれぱよい

譯である。

イ)の場合は一次電墜は鱸化した儘にしておいて二次

抵抗を加減して速度を元の価に迄戻す方法であつて、△

Eの電駆の癒化に對してどれ丈二次抵抗を塗化させれば

良いかを調べて見る事とする。

第2圖に於て規定電唖 E。のとき圓棒力一速度特1生は

前述の通り r。一曲線で與へられて居り、負荷回榔力

r加主電動機回轉力 r肌。とが r。で釣合つて運轉して

居たものが、電蛾が下つて r,・一曲線(上つた場合も同

要領)に移つたとする主其時電動機回轉力{ては不足を生

じて來る故に質、荷一回樽力特性曲線(rD に沿つて速度

が下ってゆき、負荷回楠.力 r,と釣合つた位置即ち回榔

カ(rD;滑り S,で再ぴ等速運轉に入る譯である。結局

速度を下げなーために、換言すれぱα五。の下に於ても

前占同じく矢張りア。の回縛力を礎生する忙は電動機の

回樽力・一速度特性を 7。の曲吊釈て移さねぱならない。

(S。力十アゞy十S。゜(飢+%イ)'

上式を略算すれぱ、

( 9 )(宏イ士R。り=ず1'y

從つて抵抗の鎚化は

士(九◆RO)二九 XI00%=士(ao-1)%・,<10)

B)周波數のみ燮動した場合誘導電動・機の同期速度

圖

は

120x f
N.=ーーー・・

滑り S に於ける回轉數Ⅳは、

aのX (1-S)Ⅳ.甘一

從つて刷波數が發化すれぱ、回榔、數は大略周波數の塗化

に此例して塗る。故に規定刷波數を f。,鍵動した周波數

を f,とすれぱ、

f,=h f。

120f.
a3)a -S,)Ⅳ一

(1)式より

111,. P
T- X

%,+%B/)29.81 ×4π

、t11
N, N。 N,, N、。

第 H 耽

ぺ0

第

規定キE1麻(E。)ノ トキ

二次抵抗制御

燮動電腿(aE。) ノトキ

aD

工ι

S ・(Ξ,)゜アイD゜アイ

fXイ(S北十九り゜十S゜(ニ+あ

100
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第3圖を參照すれぱ、

N'.=1V町(1-SD=N印(1-sr)

XX円1 1
S,

。゜S。
r仇。=h ・

f。宏ゞ

五。゜S,
r ,=h .ー.・ー]、=h

f,九

叉負荷に就加て考へると

r加=だ(1-S。y

rh=だ a-SD゜

放電管に依る誘導電動機の遉座調整

(26)

P

(み一1)十SI

120×6X f。

(19)

(2の

電動機の出力と負荷の回轉功とは釣合つて居る故に、

(2D
7ι。= r祝。

rι..= r,Ⅱ

.

それ故に

r伽0

フ。',

(h-1)+sf

h. f。・?'。'

ウ)一六電巫に依り補整tる方法

第 3 圖を參照するに周波數 f。,電堅三。にて回轉

力 r。を出し速度Ⅳ。にて運轌冲の誘導電動機は周波數

がみf。に鍵れぱ速度はⅣ.に癒り、回轉力は r,に下ろ

譯であるが、その場合電巫を g三。に補整してやれぱ回

轉力は r。にまで上るから速度はⅣ。に戻る事になる。

との關係を式で示せぱ、

_Ξ。゜S。_(g五'。)゜S。^_.'^と,ヨ

(16)

(17)

以上考究した條件は各項夫々單獨に鑓動條件が生じた

場合であつたが、最後(て最悪條件として電墜は(α三。)周

波數は(みf。)になつた場合を考へる。而してとの場合も

今迄と同様に、

お一六電座に依辧甫整する方法

カ)二六抵抗に依り補整すろ方法

と夫々の場合に就いて條件を求むろのであるが、今迄と

同様な事を繰返す丈であるから單忙結果丈け示す事にす

る。

お一次電巫に依り補整する方法

川土,近藤

f。(影。'十R。リ

(h-1)十S/

(22)式を解けぱ、

.

a8)

SI

-1)十S/

6゜・ S。

{山、チN}

フ。=元

f。ア。' bf。アゞ

然ろに

β士1/β゜-4C
(23ナ^^^^^^^^^^^

2

(1・-S。y
B片2+侶し

ゲS。

(6-1)(1-SO)'上すフ。C=1- 2 -0

(23)式に依ン電偵の周波数が.f。より f,に塗動すれぱ

滑りがメ。の場合に對して幾許に塗るかを知るととが出

來乙。以上の式の各項に就ては・ー々詮明を加えなかつた

が電聾の埜動の場合と同じ意味であり、_且0の附加たの

は規定の周波戯で、1 の附したのは塗動した周波数に對

する値である。尚 S/は f.サイクルになつた場合の滑り

を元の周波數 f。サイク}レに換算した値である。斯て速度

の焚化は

(1- S。y

a-S,ツ

2

NⅡ一Ⅳ。
ー^^
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_(α五。)゜S,
メ。・ア'。

_ξみ一1)十S。
b

(26)式を(25)式に適用すれぱ、

ずS

h.
(h.α.Ξ'。)゜S。,

6 ・ f。・?,。'

b ・ f

(29)

(3の

(31)

(6-1)十S。五。゜S。

f。・?"。h

・ーみf。ーーーf。(1-S。)

(22)

故に g=み(h_1)十S三

(g)゜

(27)

(27)式に依りて電墜補整の大いさを知乙事が出來乙譯
であ乙。

1)二六抵抗に依り補梨する方法

(25)式と同要領忙依り、

(h.α.五'。)'

(h-1)+S。

みf。

(25)

(24)

次に周波數が f。よりhメ。に鱸化した爲{て速度が a-

S。)から a-SD に迄鍵化したとすれぱ、とれを補整し

て7刀の速度(1-S。){てまで戻すには如何にしたらよいか

を考へて見る。夫れには電駆の場合と同様に、

ウ)一六電座に依り1膨燧する方法

エ)二吹抵抗に依り補整する方注

の二つに就いて考えて見る。 6 ・ f。・?'。'

Ⅳ',一Ⅳ'。 S。-S.

士一 N =士一1_si

(6-1)十S。
1ヲ.S E0 1ヲ0"1Ξ'。'S。 E。゜S。゜' b

、jJιi- if。(r。,十Ry)-b .
夫れ故に

(アイ十N。y=(h7.1)十SO × 1'ノ (28)

(28)式に依りて二次抵抗補整法に於け乙調整t可き抵

抗の価 R。を求むる事が出來ろ。

C)電歴と周波數とが一緒に燮動した場合
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カ)二次抵抗に依,り;脚燧す、乙.方法

,・・-r ゜h= a r (b-1)十S。

ゐ・

古女.に、

1出利 17年1け1

●^,^^^^ー

(33)

斯て(32)式及(33)式{て依り夫・々一次1砦厭イモ依・り補熱キす

る場合並に二次抵抗に依り榊歎キする場合の調璽参最の価を

知る事が出來た。

§ 2.電源の燮動と速度'亘骨整器'・

而節に依り電源電墜乃室周波數の麺動が負荷の回轉述

女に及ぽす景井郡ととれを辧博ξす乙J昜介の肌迷t最との關係

を極めて略工油勺に老究した譯であ乙が、とれ等の式に県

き・一六電砥譲判隆法と二次抵抗調牲法占の知.合せ方が決め

らる X譯である。調整器の細.合せをリUEするに先立ち◇

一度前'節の結果を纐みて、とれ忙或る価を熨へて夫を作

つてみると第1表の通りとなろ。即ち、

1.電巫のみ燮動した場合

(4 '五。y

。・(1,y十R、、リ

16.0

^^^^^^

ーー'

没;'

(32)

10.4

=1き.
申" 枇

:'ゞーー

10.25 10.25 10.25

第玲卷第Ⅱ挑

1.1.一次電卿乱て依る初型隆

調整量=千(α一1)

1.2.二次抵抗に依る耕j禁

調弐ミ最=士(α゜-1)

周波數のみ燮動した場合

= 1.0

.00

辻る月}

ラνタノL ト

2'

3.5

b-1.0

砥のみ須

令

'〕
'J.

6

""ζ一'、、

1. 一次電座に依る補准

批、ー(トリ戸テ否')

f三

ーーーーーー^辿安(N)

ー~ー、、ー^

項目胴炊(%)

')
..J.

第 4 W

二次抵抗に依る耕熱キ2.

3.電厭と周波數と同時に璽動した場合

、'"■1"

調整,_=ψ一1)江一(h十DS叫

一次電厭に依る科湾キ3.1.

次科i酎ξ

一ψ;列"き

3.5

27.6

3.分.二次抵抗に依る補1窪

N、'

"趨一卸やー・y 西■ゞ')

築1夫に依り明小な様に、例へぱ一次誰畔汁'4衣つて袖

藥tるとすれぱ、'遜嘩5%降下、周波、數1%低下に對し

て1骨り 50 %の主きは電卿帝周*5 %;溺'り10 %の主きは

4.6 %;附,り5%のみきは16%の調禁を行はなけれぱなら

ない。而して溺・り1%の主きは電!曜丈では補禁不司イ走で

測・り(S。)

干(0-1)

1品波嫩のみ頓動せる場介

・・'次〒甫雅

一次科"髭

""・"ー*('・・二上・・"ーリ

士(0゜ー」)

'.

,央、
1」

0.50

'(,・V'1・干τヲ

碇 1吠
周波数

0.10

(b-1 )< 1 -(b+ 1)S。)

・'次列1築

二次補黎

-5.00

尖

共に梯動せる場介

,

0.05

10.25

-5.00

b2S。

*〔←Vて'■藩テ〕

0.01

・〔、..。゜・,〕

0.50

0

-5.00

-0.01

3.60

0.10

9.75 9.75

5.00

フ.80

8.00

0.05

己,・里 0.95

5.00

5.00

17.6

28、5

9.96

5.005.00

1_____.

0.01

8.00

96.0

17.8

9.75

0

b=0.99

0.01
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ある。との事は第4圖の補整曲線を見れぱ明かに知る事

が出來ろ。回轉力が速度の自乘に比例tる如き負荷、即

ち出力が速度の三乘に比例すろ負荷の場合に就いて考<

ると、洞・りの小さいときは出力が大で其時は電動機自身

の述度塗動率も小である。例へぱ簡單の爲め電源電墜が

+5%饗化し,た或る誘導電動機の滑由に對する速度塗化

の割合及速度占出力との關係を示せぱ第5圖の通りであ

ろ。從つて假にとの誘導電動機の述度に1%の塗動を許

tものとtれぱ滑り約12%の附近までは述度調整器無

しで1良い事になる。斯く種々の條件を老慮に入れて補

熟量の限界を決定tる事が出,來る。

可雛速度制御の場合には二六抵抗制御を行'、故に、と

れに補M作用の一部を負.せると便利である。即一般に電

厭の雛化は急激に起るに反して、周波數の塗化は非常に

大きな回,割貰陛を有する故に、電墜の燮化に比べて共渉

化の述さは著しく遲い。故に電座の雛動に對しては一次

電厭補撃法に依り、叉刷波數の塗動に對しては二次抵抗

補軸注に依る主便利である。第者等が關係した誘導電動

機は斯の如き力法忙依つたのであつて、二次抵抗に依る

補嚇装置は常赴長崎製作所に於て饗作し、築岩等は一六

電啄に依る補准装置を擔當したので、二次抵抗に依る力

法は叶處には省略tる事と,、る。

S 3.一次電歴に依る電歴補整方法

一次電駆に依り袖*作用を行'、には電源回路に直列或

は並列に調整器を挿入すれぱ良いのであるが、電動機が

單獨礎電機から電力の供給を受けてゐる場合は最も簡寧

であるが、斯る場合は極めて特殊の場合であるので、

般に幾つかの負荷が並列に接續されてゐるものとして代

衷的な二三の場合を擧げて見れぱ六の如くである。

ア)加減嘩燮墜器に依るもの

イ)誘導電座訓禦器に依る、の

ウ)直列抵抗器に依るもの

エ)直列りアクトルに依るもの

オ)同期加減座機に依ろもの

放篭管に依る誘導竃動機の遉度調鼎

ア)の加減駆雛壁器に依ろ力法は最沼簡單確寳である

がタッづ奨換を迅速且つ數多く繰り返し行ふ事は困難で

ある。從つて自動調整には不向であろ。

イ)の誘導電嘩調整器に依る方法は主回路を開閉する

とと無しに調准出來て六塗便利である。砥に遜信名電氣

試験所第三部高橋正一博士御考案に依知影像法に依りト

}レク、モートjレを三極放電管に依り制御tろ力法は理想的で

あるが、逆相電力を得るのに制限があり、餘り大たろ出

力のトルク、モートルを使用出,來ない事に依り容量に制1恨が

ウ)直列抵抗器に依る方法は次の工)の直列りアクト}レ

に依る力法主共に簡單且便利であ乙。殊に直あDりクトル

に第三卷線を設げて、之に直流を通じ、との直流勵磁を

三極放電管に依り制御tz)力注は硫贇且便利で、既に數

千馬力の誘竿電動機に寳用してゐる例がある。

か同期加減嘩機に依る方法は前述工)項の可塗餉和

直列りアクト1レに依る力法と共に有効な方法であつて、制

御すべき誘導電動機の容量に依り工)を用'、るかオ)を

用'、る力泙卓々論議せらる X處であ乙。可塗飽和りアクトjレ

を用'.る力法主同蛎加減座機を用'、る力法との長短を此

岐すれぱ次の如きものであらう。

ある。

直列可燮飽和りアクトルの優れてゐる黙

加減墜機、.駆動電動機と必唖な容量のブ絲勺 2
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1()0 5

1.

1.一高調波の發生が少い。

2.一容量は電源迷動振幅の約半分で良い。

3.一電流の六小に依り利方に相逹を生ホる事が無

い。

4.・・、誘導電動機に正規の端子電墜を與'、る事が出

來る。

同期加減厘機の劣れる駄

')

回轉部分がない。 G勤磁機は1ゆ

俳匙簡單、備!寶にし,て信頼度が商い、

債格が安い。

リアクトルの劣れる駄

'コ.

3.

可燮

60 3

等、

ノ

40

1.一通1削県に高訓波に依る誘導妨害を生中る。

士の兩力に働かないから謝M豆Σ最の容量を必'}
'".

藝と,、ろ。

3.一乳.嘩の力向に側功、ないから正規の常態に於て

砥動量の半分丈を常に殺し,て置かねぱならホ

從つて誘導電動機は低端子電雌に設計tる製

あり、配線に多くの材料を要し、月_つ能李が

-F Z)。

4.一山1路の力率を低下し、、從つて奨動率を増加

し、銅損を埒加する。

5.一容量はインダクタンス付Πて對しては最小竃流の

時に必喫なる電座降下を與'、る値を要し、銅

断面積としては最大電流の時に"、要なる断向

領を有tる。

同期加減巫機の優れてゐる黙

、
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倍の容量の設備をせねぱならない。

2.ー・債格が高くなる。

3.一保守に手數を亜する。

其他列舉すれぱ種々あろ主想、'、が主な黙は以上の如く

であろ。然し例へぱ設備費の如き込主誘導電動機の容暈

が非常に大きくなつて來ろ主、卷線の直並列切巷でも行

はない限り大刑になつてくろし、りクァト1レ勵磁用直流機

の債格も高債になつて來て同期加減雁機主大ぎなくなつ

て來ろ。然し主誘禅電動桜の容量が小さい時は断然有利

であろが、高調波の發生に基く近傍の通信線に誘導妨害

を及ぽt事は致命的な缺黙である。常赴に於ては主誘導

電動機の容量其他に県く條件主、誘謹妨筈輕減の爲に同

期加減座機に依る迹度赫擢裟法を採用して見たので以下少

しく詳細にとの方法に就いて老究して見る事にしやう。

S 4.同期加減唾機に依る補整方法

第6圖は同期加減座機に依る補整方の働作原理を示す

略岡であろ。

主誘導電動機ι岫乃1.に直結せられたろ回熱計發電機

アDひは回熱數に比例tる電墜を發生する。との電駆は

標準電墜占相殺せられて電子管調整装置に加へられる。

其結果電源電座乃至周波數に基く回轉の雛化が無けれぱ

同期加減座機は硬生電座零主なつて室回樽し居ろが、述

度低下すれぱ同朝發電機となり前節の如く電座補整作用

を行ひて回轉數の低下を防ぐ。逆に述度上男.せぱ同朝電

動機ιなり、誘導電動機の端子より電氣的負、荷を吸收し

て張動電動機を經て母線忙電力を返還し、誘導電動機の

述度を低下せしめて其上昇作用を防ぐ。

以上は其根本原理であつて、前節の誘明に依つても明

かな如く、一次電座のみの補塾に依るときは、高述運樽

即主誘導電動機の出力大なろときぱ調塾困難となるのみ

ならホ、或る場合には引續き次の饗動が起つた時に調魯

能力に不足を生ホる。故に贊際には一次電巫補整◆二次

昭和 17年Ⅱ月 電 機

電駆補魯とを並用tろと良く、電嘩其他に基く主電動機

の急速な乙速度鍵化に對して一六電壇尉削賞が働き、吹い

で遲れて二次抵抗補整装置が働いて述度補梨を行■、●共

に、一次電雁補牲は次第に負、荷を減ホろ如くtれぱ便利

である。

例へぱ五。ポルトの端子電座でⅣ。で邇轉中、電睡が

急に E.ポルトに低下した主せぱ、取り不章同朝加減厭桜

に依り五。一五,ポ1レトを礎生して置き、次いで二次抵抗

を R。より R,にまで減じて主電動機をして五,ポルト

忙於てⅣ。の述度を保たしめ、同朔加減厭機は再ぴ電駆

發生零として常に次の都博キイ乍用の爲に待機させて置くの

であろ。恰も同朝加減嘩機はフライホイールの役目をし、

滑,り調整器はガパナーの役目を勤めてゐるのであつて、

との名刑川イ乍用を行'、のが電力鞭電器 1ν.R,である。

更に本訓整器の作用を老察すろに、同朝加減壁機は同

期電動機 S少U.に直結せられて居り、同朝電動機は叉

燮延器 r,を經て主電動機占同一母邪泉に按鞍されてゐろ

(雛厭器 r,,の無い場介も多いが・一般條件主してr,を入

れる)然るに同期電動1幾は其特性上、共受投竃力の価に

依り、'厭線電座に埜1して一定の位相關係を有する。同朝

加減1奪機も亦調M電力の価に依り母急W謡璽の位相に對し

一定の位相開係を保持1る。然も主誘芋電動機も亦一定

電應、一定出,カ、の下では一定の力率で運轉tる故に、

其の電扉以ま厭籾V電墜の位相に對して一定の付相を持つ。

從つて主電動憐の一定出力に於て一定の電璽塗動を補熟

tべき同期加減駆桜の§逃陣付オΠ角並に其端子電璽電流の

關係並に其大いさは一定であろ。

第 7 圖甲は同期電動機(S,. U.)が力率 1 にて運榔

せる場合の電駆、電流べクトルを示す。 V は母絲電獄、

1υは電流、五V は本.機が電動機として運轉した場会の

界磁誘起電唖で、其時の1_Ⅱ力に地;じて飼市泉電厭に對し,て

ψ"V 丈け遅れてゐる。 EV"は本機力"委電機主して同朔加

減嘩桜よ財幾械力を受け電力を母線に返還せる場合の界

第 18 卷第Ⅱ貌
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磁誘起電座にして、其時の出力に延じて牝丈け母線電

厭より進んでゐ乙。

從つて同期加減雌幟が發電機となり X・!蛾する場合は

Ξ.V,ψy の1ウ置を取り、同朔加減唖機が電動機となり1海

1峨tる場合は E、V0ψ0 の位置を取る。劇]ち迎樽中の同期

電動機の秘の位置は・忌新罷目砥に對して一ψ.V と+ψ0 と

の範幽内に侈動する沼のである。%。は電動磯の横軸りア

クタンスを示し、二は謎卯{器のi鞆油りアクタンスを示tもの

である。

第7圖乙は同期加減座機の電墨電流ヴエクトルの關係を

示t。本機は主電動機(1仙'.U)に直列に接續せられる

故に其電機子(固定子)には主誘導電動機の電流 1加,,6

が流れるのである。との電流 1川.の価並に其位相角 6

は前述の如く主電動機の回轉數と負荷により定まろもの

であつて同期加減嘩機に依つて殆んど左右されない。 V

は幻制1電雌、五"一兜は本機力語甕電機主して運愽して主

遜動機の端子電雌を昇!蛾させ乙場合の界磁誘起電駆並に

母●W遮駆 Vに對tる位相角、 Vβ一γβは其の」昜合の端子

電以ξ彼に其の位相角を示t。從つてとの場合の礎生電力

は十V.・1加川COSβ,βであつて損失を無覗すれぱ V.1.V

に等しかるべきものである。

三みy一兜yは本機が電動機として主電動機の立嵜子電聾

を降下せしめ、機械的動力を同機電動機に傅へ、とれを

獲電機●して.!彊動し、燮厭器(1'D を經て電力を臥線に

返還する場合にける界磁誘起電町や住に母*泉電座に對する

伎相角を示す。從つてとの場合、主電動機回路より吸收

する電力は十ν召NX1加"COSβ'V であつて、損失を血師見

tれぱν.1C に等しかるべきものであ乙。

從つて、同期加減座機が發電機主なり昇蛾する場合は

Ξ"一ψ方の位置を取り、電動機占なり降す場合は召,.V

ψ"Nの付ぜtを取乙。即ち述郷中同期加減川機の磁極の位

置は同朔電動.機の一ψν殴十ψ0 の範圍に對して一ψ6

及十ψ.ν範圍となり、嗣J磁の力向はサ聖遜"機(昇リ1めの

場合と、電動機(降卿りの場合とでは反棟すろ事を要す

る事忙なる。

同期加減墜機を同朔電動機に對し'て正しく 180゜電氣

角に直結すれぱ

放電管に依る誘導電動機の速度調整

§ 5.三極放電管調整装置

前第4節にも詮明した様に、同期加減座機の勵磁方向

はX1璽の1昜合と降Ⅱ燧の髪1合とでは反禅する4Z、要力§あり然

も共の大いさを膚動的に加減する'.要がある。夫れで1ヒ

處に三極放竃管調整装置を鱸用したのであつて、三極放

鳶管調整器に就ては儒取ミ遲信告電氣試験所第三劃祭好矯疋

一博士の貴重なる論文の發表があり、且本放電管謬搾キ器

の製作に關し,ては同博士及第三部の方々の・ーカならぬ御

指導を賜る事を得たのであつて其御厚意に對し深く感刷1

の意を表する吹第であ乙。三極放譜管調牲器に就て筑者

等が贅言を繰返すのは無,臥主老'、ろ故、此處には同期加

減厭機占の關係のみをi兌明すろ事にする。

同期加減唖機の勵磁機の界磁卷線は第6圖に示す如く

主分卷卷線と差働分卷卷線とより成り、並働分卷卷線は

主分卷卷線の 2倍のアン弌アターンを有し、誰働分卷卷新肋ξ

一杯に勵磁される主きに同期加減應裟は逆の電抵(昇.岻め

を發生tる様になつてゐろ。斯する瓢に依川励磁機の動

作が良好となるのみなら中、三極放電管には常に約半分

程度の負.荷が力ゆ居ろ故に、三,極.椴電管の・一六缺琳た乙

氣温に依る放電電墜の縫動を防止出來乙。次にオ薪秀導電

動機は約50%の可縫速産制御を行'、のであるが、前述の

如く本調整器は規定速喫と智際「可榔迹産主の開に差が生

ビた時にのみ働けぱ良い故にf電町夕釧品管の制御格子に

加はる電墜をタコメーターダイナモ占福讐薪琶蛾との雄とせず

に、固定偏倚電墜とし、樗訓ず誼嘩は速慶に地{じた口出を

設け中に一定価とし,、タコメーターダイナモの電座を分座器

に依り分座加減し、易叫を電嘩と相殺した伝功ξ規定速度に

於て常に零となる如く設計し九。即ち例へぱ

川土,近藤 371

qc =ψお.V

となり、同朝加減壁機を同捗1電動機に對して正しく電氣

角にて進み 210゜に直結すれぱ、

ψB・-30゜ψ.V

ψノゞ]1-30゜qG

となる。上述の如く、同期加減墜機の發生電嘩は、鐸線

電墜と同一位相角をとるものではなく、常にある角度を

取乙ものである。とれ等の開係を更に詳細に研究すれぱ

劇白い問題となるのであるけれども、餘りに長くなるの

で此處に割愛tる。向とれ等の關係は當赴祚戸製作所設

計漕3小川信一參事並に楠瀬康雄參事の樹嘩艾示を戴いたも

のであ乙。

g).ν ψ四

生鼈耐彪些回轉敷

川轉計澱生確應

分麼磁魅

枳準 墜
J T !

1{!」

の如くした。次に放電管の電弧が消えると逆力向の電嘩

を急に同期加減座機は發生tる(との場合主誘導電動桜

は速妾が下る)故に勵弧回路の電流の一部を以て主分卷

界磁回路の按觸器を作動せしめる様にしてある。叉起動

順片;は總て機械的順位に依り結ぱれてゐて、先の閉閉器

を誤つて投入しても個仂、ない様になつてゐる。とれ等は

總て常所標準の織製配電盤に収め、体裁を他の盤と一致

せしめてゐる。鋪8圖爲迫はとれを示し、向つて左の瑞

は電源部及主分卷界磁用訟熱劉氏抗、タコメーター裴電"機温

産補償抵抗器等を收めて居る。同く右の盤は三極放電管

及瑜幅装置を收めて居る。第9岡は其右背面より見た乙

有様で、第10鬮は増幅及移相主部分を示すものである。

工場試,驗の結果は滿足す可き、のであつた。恒本管調黙

器の場合でもさうであつたがf放電管調整器の場合は特

に豫備調整を十分入念に行つておく必要があると共に、

之が取扱の巧劣は特性に重大なる景昇野があろ。
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以上に依り角、荷が池悼叩椴の1小灰に此例する如き荷を誘

導電動機が角、つて運榔.中急に竃葆に發動を生じた場介赳

る速妾の燮化を研究し、之が補禁注として一火竃座に依

る'力法と、二次抵抗に依る力法とある事を知つたの、6あ

るが、之が使ひ分けは極々の條件を老無に入れて決定す

べきであつて、此處では主主して・一次電座に依る事を述

べた。 mル,て一次譜卿1の補*d)代爽的たものとし,てりア

クト}レに依乙もの上同期加減鷹機に依るものとの得夫を

卑げたが、とれ等の此較は慣格県隔矧備製領及必一藝なる發

動率の価に依り共優劣も燮つて來るものであつて、必中

しも同期力1喩剣販機が優れ九り主はしj晶いのである。イ川

直流勵磁りアクト1レを用'、るときは、商訓波に遵K 近伐弓m

信線に及ぽす誘導妨害は相當注意し,なけれぱならない謝

である。打新妄に種々御教示を賜つた遲信告電氣試驗所第

三部高橋正一博士、當赴小川、楠灘兩參事に軍ねて厚く

御禮を申し上げて此の稿を絡り唆い占想、'ー
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麻延袖助

歴延補助電動機の制御奘置

内容梗概

1継延機用及ぴこれに煩する顎繁苛酷なる使用に適するものとして新しく開敬せる制御器具の1村ル

を述ベ、次に魅延補助竃動機用として標準化せる制御方式に就て其の特徴を論じ各力式に閑し簡單、

なる設明を加ヘた。

._1'号

I UJ 動機

.,1.

睡延設備に於ける補助電動機には、主座延機に直接附

屬する補助電動機とd輩延行稗.中の補助機械を運轉する

電動機主が含まれて居るが、最近主座延機容量は益々堆

大せられ、我國に於ても記録的大容量の電機品が相次で

制.作せられて居るが、此れに伴・ひ制i助電動機の容量及ぴ

數'も著し.く増加の傾向にある。砥に最近の嘩延設備は最

も能率のよい連續方式が採用せられ、從つて補助電動機

關係の一箇所の故障も、至体の生産に直接關係を及ぽす

結果となるので、此等の捌御装置の設計に當つては、抵

延機械の各種の作業に對し'ミも適當なる制御力式を誘慮

する主同時に、制御器具は廩挨多き場所に於て、非常忙

頻繁なる使用により苛酷の耳剣及を受けろのであるから、

機械的Mに電氣的に織造堅牢にして動作の確實な乙事は

勿諭、磨耗消耗に對し充分耐久性を有すろものでなけれ

ばならぬ。

現在座延用仙助電動機占して、直流電動機及交流電動

體何れも隅K 使用せられて居るが、特性的には直流電動

機の力が優れて居ると上は、異論のない所である。即ち

交流電動機は其の最大回轉力が限定されて居りf電源電

啄の燮化に對し,ても回轉力は直に饗化す乙に對し,、直流

選動機忙於ては其の回軸めは電蛾の燮化に無關係であり

雁利寺過大負、荷{こ劉'しても、交流電動機に比U垂に大なる

回樽力を出t事が出來る。叉速度制御の瀦に於ても直流

進動機は容易に述度の加減がW'來るし、大なる制御回軸

力を出して電氣制動を簡單に行ヘる等、特吐上優れた矧

が多いが、一方交流電動機は直流電動機に比し安偵であ

リ、電動發電機等の燮流装置が不使で至体占し,て資犲か

少、くて焼み、設備贄も低廉で且保守の瀦も容易であろ等

の利黙があり、兩者夫々の牛芋徴を有し,て居るから、其の

避擇も諸種の事倩を老慮し,て決定せねぱならぬ。叉總て

の黙に於て極力資材の官肺勺を計らねぱならぬ我國の現駄

に鑑み、補助電動機に於ても、差支ヘなき限り交流電動

機を使用し、ーカ制御装置に於て極力其の特性の不備な

黙を補足する様考慮tる事が大切である。

當赴に於ては最近數年間に祀録的大容量の主墜延電動

4) 制御奘

第 2 岡

FN型交流電磁接觸器

詩亡
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内

機と共に、數百嘉に及ぶ補助電動機を製作したが、其の

制御装置として特別の研究を行ひ、とれに最も適した制

御器具を新に開發すると同時忙、捌御方式に於ても各種

厭延機械の性能を誘慮し標準力式を決定した。

制御器

雌延電動機用制御器具として、新しく研究開發せら丸

た乙電磁按觸器、鞭電器、主幹制御器、制限開閉器等に

就ての詳細は既に本紙上に發表せられて居ろから、此處

では簡單にその特徴を述ベるに_止め乙。

制御器,、の中最も多く使用せられ、且捌御装置の生命

七も稱すべき軍大な役目を持つのは電磁接觸器であるが

薪刑電磁接鱗器の特徴としては、電氣的には新しき理諭

による治弧装置を抓削し、消弧力を著しく堆六せしめ、

接觸部の損傷を輕減し、機械的には從來の可動部の水〒・

運動型を垂直運動測として、動作の硫贇性並に衝撃に對

すろ信帳度を著し、く堆した。割"ト遍.には鉾物を極力制北

て、拔型、曲刈、抑型等の工県加工によ乙鋼板、引拔介

令、特砕絶縁性或は耐熟性モールドを使用して強度を堆

し、而も重量を斡K し更に回轉軸部には窒化鋼を使用し

て、可動部分の重量輕減と相俟つて麻耗に對す乙耐久力

を著しく埒加し、ー・方補助按觸鱗部には、接觸不安を除

くために至部電氣黙熔按によ乙銀按端子を使用す乙等、

總ての黙に於て、苛酉告使剛に對し"充分の注意を行ひ設計

せられて居る。

第1圖は漸 DH型直流電荏牙胃獨器の一種で、可動都

は下力より垂直に運動し、重力を利用tる事により作動
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第 3 岡

DT型時限繼電器

不安を無くし、彈力なる接觸矧価更條の作用とによつて、

開放動作を敏速ならしめた。電弧除は新材質の耐熱性

モー1レドを使用し、内部の構造は從來と異る特殊構造とし

竃磁吹消装置と相俟つて電弧の移動速麼を高め、蝉力な

る消弧作用を行ひ接端部の損傷を少くする様工夫されて

居る。

第2圖は新FN型交流電磁接醋玲昂にして、直流用と同

様可動部垂直型とし、電磁石は從來の二脚U字型を三脚

E字型として吸引力の能率を良くし、電弧除は最新の王甲

論によるデアイオン型消弧装置とした。とれは獲生電弧を

接觸部より直列に並んだ多嫩の消イオンづりツドに移動せ

しめ、電弧を%~1サイク1レで直ちに遮断する張力な消

弧能力を有するものである。

第3圖は電動機の起動に際し、一定時限を以て起動抵

伉を短絡する1て使用される限時機電器にして、直流誘準

の原理によるものである。新型は飽閲瑜卷枠の心に低抵抗

の厚身の銅管を入れ、誘導作用によつて此の中に發生さ

札る反起電力による電流反作用を利用する如く改良し、

とれにより工作忙よる時限の誤差は無くなつた。

鋪4圖は CM型主幹制御器で、二方向に各 3ノッチを

有する頑丈なカム型主幹制御器である。座延機の如く非

常に頻繁なる操作を行含、ものには、摺動接觸子型では損

粍が六で滿足出來ない。此の CM 型主幹制樹唱刷て於て

は軸に取刊サられたカムによつて、個々の開閉器を動作

せしめ、開閉器の口ーラーがカムから外れた時に、獲條力

によつて閉路される。從つて摩擦による按鰻子の損耗は

殆んどない。

第5圖のDL型制限開閉器は、回轉型制限閉閉器のー

匝で主幹捌御器同様頑丈なカム接觸型のもので、軸には

球軸承を・使用して居る。其の作動は現場に於て容易に調

整出來る捌謂艾計されて居乙。
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第 4 圖(A)

CM型主幹制御器
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(B)

CM削ユニバーサル把乎付生幹制樹1器

'^

先づその一般的特徴を述ベると、雌延機用とレて特忙

開發せる新型制御器具を採用し、苛酷なる使用に對し

器具の不佐贊なる作動を一掃すると共に耐久力を増大し

た。電磁制御に於ては、加速根電器として從來一般に使

削せられて居た限所ジ川速鞭電器では、起動時の負荷駄態

の經過に号茗即を受け、場介によつては起動不能となる険

があるので、限時加速繼電器を使用し,、起動抵抗は負荷

に關係なく・一定時限を以つて順次短絲する力式占した。

叉電磁制動磯の附屬する場合、殊忙交流電磁制動機に於

ては、閉路の際大なる突入電流が流れる主、制動機の動

作を敏速にせしめる目的とから、竃動機主池W各用とは別

個に電磁制動機用の電磁按觸器を設けた。

電動機停_止に際して可.及的述力寸こ停_1ヒせし、め乙ιJ嬰の

ある場合、直流電動機に於ては簡單忙發電制動を行ひ得

るが、交硫電動機の場合制動力法主してじ最も操作が簡

單で効果的な逆回轉力制動方式を採用し、竃動機二次端

子忙は、周波數の影響を受けぬ特殊電壁櫃電器を設けて

制動時に於て制動電流制限用抵抗を挿入すると共に、停

止後の逆回轉を防_止し急速且確實なる停,止を行はしめて

居る。

起動抵抗器の設計に當つて、起動圓樽力及ぴ起動段數

は機械の特性やV電動機容量忙感じて適當k批定しなけ

れぱならぬが、殊に交流電動機に於ては、回轉力特性か

直流電動機に此し劣つて居るから、何れかの起動段階に

於て、最高回轉力を出さし,め乙様抵抗器の割り力を定め

る事が大切である。

標準制御方式の種類、作用及び使用電動機は下祀の通

りであ乙。

1.交流電動機標準制御方式(第1表)

各方式忙毓て簡單に詮明すれぱ

FN-100方式:罷委蛎秀導竃動機の起動則として、製川!

開閉器、可熔器、突Ⅱ動型過負荷鞭電器等の保護奘置を備

ヘ押釦或は主幹制御器により、電磁接觸器を開閉して起

動、停止を行ふもので、主として油ボンラ電動機、モータ

ーローラー等に使用される。

FN-1{肋方式:比岐的小容量卷線型竃動機用忙して

可逆制御器により起動、停_止、速度捌御を行'.ものに使

用し、一次側電磁接觸器及び保護装置を備ヘて居ろ。

第 5 岡

DL測制限開聞器

之11'ゞ

制御方式

各極墜延機械に茎1し使用せられる多數の補助電動機に

於て、電動機と同様制御装置に於ても其の標準化に依つ

て統一する事が、使用者に對して最も重大な事柄であ

る。當危に於ては櫨械の要求する性能により分類し、と

肌に最も適した制御方式を研究し,標準制御力式を決安し

た。

三

,

、



FN -

FN -

FK

FK

FK

力式辿動剛能則誘導堆動機100

力式1ドラム形河述削御朔卷線烈誘導惜動機1000

力式訓三、河述H'慰喘i1Ⅱ卸j"同 1'.】 505

力式非河述1川轉力制動村'施.磁1ぱ御棚同,1'.1510

力式河述白動述阿轉ブJ制動付逃.磁制御用向 1.1515

FK-1530 力式1可逝池回棟力;削動イ小'磁制御川
FK-1560 力式1可述篭磁制御川

式

冴工1"之

什

錦 7 岡

'流袖助鼈耐彬§制御桃

交流篭耐惜獣票準制御力式

使川削

朧延補助

方

DK-9505

DK -9510

DK-9515

DK ・ 9530

牙} 8 11,ι 交流郁WI"!防機制御認

染9岡心流仙W1心動機制御継

DK-1530方式:川'逆運柚.片}にして、急速月._正解なる

停_11二を常に立、蓼,、t乙運榔に使川せられ、停止の暢訓ま於

'制動に依りイ●!ヒせしめる.ロー」レ W1下、鄭世鬼捕耐ミ、而

後面主テーづル削に廸寸'

_速唆訓撃を.1ど、製リ_加j咸延1吠分卷或は複谷心動機を使

削tる場介、こは、光儀河路に界碇肺麟心器を剛いて、判め

光磁にて起動寸ツ゛三航を勤止t乙七八'に、,W動1之減池11寺に

ケ§てΥ§重力1茂ゾノ、県偲1・1tjιを吾リ、]1作 L 、 j姉.,血、リ式j、"を iH越{'1こイ・j

ぱしめて居る'

3.制御盤の形式

1蛾延機用袖助'動機側御邑枳よ、 、Cがと靴さ 11Z)、中

ぱMんどなく、大低融凾!或は轍・N動呼べて成置さnZ打攷

捧作上或は夕H呪上制倒洲侘山浦さを続一する説がし、蓼であ

る。制御松の櫟進化に際し、最も適鴬なる高さを批定し

てとれに統一・・{、捌御力式及ぴ使H十遮動機容・乳のむf化1こ

動機

作式

力式1非可述"磁捌御用

窒

噛,

1.§

の

力式1非可逆,t"制動付確"磁制御棚

心涜篭耐彬墾標準削佃けj式

制御装置

篭

力式可池池回郁力制動付'"磁制御用

力式可述嶺屯制動付'繕鰯例御川

動機

FK-1505方式:非可逆'症糸制御四卷翁yw,誇導竃動機

削{こし,て、主として1峨縮.機、ス千ツドコンベヤー崎ξの起動川

し,て剛ひられる。一

FK-1510方式:非可逝逆1回榔力捌動付竃磁制御剛に

して、用途はプく休 FK-1505 力式占同様であるが、急述

に停_止tる必、要のある場合、主幹制御器を逝方向{て入れ

遊回樽力制動を行つても条支へなき様、逆回軸.力捌動に

對する保誰奘置村きのものである。

FK・・1515方式:可逆自動逆回榔力制動付遜磁制御剛

にして、主忰制御器を 2ノッチ以上巡めれぱ、停止の場

介冉動的に逝1川轉力制動がか＼り急速に停止を行'、もの

で、キ.としてアラローチテーづル、前後面テーづル 1例御汗Hこ麹

-4"

FK、・1530方式:垪迹迹地1榔.力制動イ寸艦磁捌御片]に、

-C 、河」近,;迅1鄭を1丁'、もの 1こ釜1'し、、'1!:J'{イ亭 1ヒを 4Z、リ1、しす Z、

用

▼ル

竹内

1 使用 '"動機

潮

航卷分卷複卷篭動桜

分巻複卷篭動お些

譜卷分卷複卷途卿府些

分卷複卷選動機

し Ⅱ
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第 6 圖

交流補助篭動機制御祉

鄭 2 火

場
ノ

1 1 L

加'祀 FK-1510 力式同様逆1川轉力捌動を行つても、整支

へなき様、保誰装置村きのものである。 0-1レ!傘下、鋼

塊捕脚師」等に適t'

FK-1560 方式:"通の可逑述樽.{C茎1'し,て使用せらIL

交流訓阻力詑動機運博川としてiルも一般的のもので、可.迹

コンペヤー、ス千ツド、礎寸機、剪断機ミ手に適t。

2.直流電動機標準制御方式(納2夫)

DK-9505 方式:非可t逸靈陣剛に_て、ス十ツドコンベヤー

剪断桜等に辿t.

DK-9510方式:非可逆運縛四分卷、俊卷電動機片1に

使用せら心、停止の場介ぱ發選制動により急速に停止t

る'りフトテーづル、づツシ卞一'■に辿t。

DK-9515 方式:司'1朔迅,導片」にし、・C、急、速停_止を"、製

七する場介には、迹刈榔ンリ制動がかけられ、旦.と,札に掛

tる保護奘置村'のものである、冷却テーづル、釧リ膨地殿卵.

・一般テーづル汗1に通す'

11、'゛
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堂1・しては、總て盤劇の11噛を燮化してとれに感じ且制街唱倖

具に對しても、キ"刈の考慮を拂ひ極めて合理的に配置し

オと。

作紕は釡部山形鋼に励へ、災面の支へは朱取付型にも

或は畦取付型にも何れにても、者抄合のよい力に取付換へ

が出來る様工夫されて居る。

昭和 17年Ⅱ月 菱

放電管格子制御法の改艮

(三菱贊用新案登録第 314648 琥)

電

放電管に於て、恪子制御を行'、目的は二つぁる。

そのーは、電座乃至電i1卓の詔捌豊で、他の・ーは電弧寸颯

_1ヒである。

此の二つは、一釦の御脚,恪子に依つて行'、のであ

るが、作用托は自ら若干の相述がある。即ち電墜電

流瓢判客用としては、上ヒ岐aり恪子電流の大なる事を喚

し,、電弧阻止用とし,てはじ洛子電駆の大なる事が'、

唖である。此の目的の1忍には、直辧甜引奇電蛾を二通

りにすれぱよい譯であるが、設備費大占なる事を発

れない。

本築は斯る缺獣を1徐去して、簡單且効果的に行'、

阻_止電嘔ξ倍加法とも稱すべきもので、千常'格子制御

に依り電卿北患琉を肌拷キすろ場合は、柊子G,、 G。は

移相器P及制御用塗座器 T。によりて制御せられ、

淋流器 X.及X。により護生する直流の偏倚を有し

てゐる。鬮巾 SC-3 は瞬時膨H乍過電硫鞭電器にして、

主叫路の C.T を通じ動作駒劃輪力酔數磁されてゐる。

本根電器は定常'肱態でば下力按觸を閉ぢてゐるか

ら上祀の直所酬岳イ'の役罰を県させると同侍に、蓄確

器Cを充竃してゐる。叙上は一般忙用ひられる洛子

制御法と何等異なる所無きも、?主阿路に突發的異

機

雌延用袖助電動機制御奘置として此の外三界荏瓢曼電機

使用のワードレオナードカ式による雌下装置の制御、或は

ワードレオナードカ式による大剪断機の市1行卸装置等目下製作

巾の特殊のものもあるが、此等は何れも我國に於ては始

めて實施せられる制御方式であ畍返めて注月すべきもの

であるが、劇珠則1後日の發夫に讓るとと、する。
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竹'部
P

T,

SC・3 ヅ

評乳Lヨ,

「ー"ー

入力側

T,

レ^

r3

00

C,

rj

r3

RC,

常現象を生じたりとせぱ、 SC-3鞭電器には故障電

所肋§流れ、即時上方接鳩へ切井へ、同時にSC ,ルー

も動作して柳1符"諭頃の供給を断つのであ乙。 SC-3

の上力接鳩により今迄充電中の帯電器Cは、 X,及

X。と直列の關係に結ぱれ、直流偏儲"巷座を倍加す

る事となる。從つて電弧阻_止を完至に行'、事が出來

る。此の動作は、仏利寺動作の鞭電器を以つて行はし,

む乙爲極めて迅述である。又蓄電器 C は、平常准

流器の兩端に挿入されてゐるから、沌波器主して働

き小,づルを吸收して、波形を良く tろ作用がある

(中里予)から不可缺のものである。
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多量生産用 MD、R3型竪ポ

影舟生 川 MD-R3 刑

内容梗概

戰1畔に於ける機械化兵器整備の要求は、必然的にその多量生産力式探用を餘儀無からしめ、

その目的に合致する工作靜望械の誕生を促す。此處に解説する竪ポール盤はその一佃ルレて登場

したもので、穿孔能力 25 粍、スィンづ 600粍、火きい部品の小さい穴1切に適する高能牽多是生

慮用工作機械である。

1.緒

航室機一概車・自動車其他の機械化兵器の県逝工稗.に

於てポー1レ盤加工の占むる地位は從來主靴も非常に重製

であつた事は勿諭'であるがじ於近機械化兵器の質的改良

及ぴ其の多暈佳途化の影,糾乏受けて高精度の能率的なポ

-1レ盤の必製性が切賀に感ぜられ乙様になつた。堅ポール

継の主な乙作業は孔明、ネチ立て一上マ及ぴ孔クJイ乍業

であり從來は殆ど孔明作業のみに使用されて居たが最近

竪ポ→レ盤の世歩占共に孔刎Jイ乍業又は特列洞的の導削

機械にも使用されるやうになつた。從來ラ子ア1レポール撚

忙より加工されてゐた作業がかなり竪ポール俳により加

工される様になつて來た事'も洗日すべきであ乙。叉相憾

深い孔を倩鞘に加工するには竪ポール椎の力が精度の上

でも又能李の上で1逃小に優れてゐ乙。之等の條件を老

戀して萩しC没討されオご斯剛の竪ポール雛 MD-R3 剛

に就いて郁命兌を試み乙。

ル J'」之
ILI.

ιナ.、
正リ
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布古ゾ昼製作所

ホ

^ ル盤

正リ

37フ

2.特 徴

本竪ポール盤は穿孔能力25托(鉢ので多述度誘導電動機

を主体とした極めて盲跨'的なポール盤である。スィンづ600

1モを有レ機台及ぴテーづ}レは大剛の割瑶,を取付けるため

に特に堅牢に設計され、大型部轟,に小さな孔明作業を行

'、のに最も適し,ておる。從來大川リ水品の孔明には加工す

る孔が小さいにもかかはら中適常な乙ポール継が無かつ

た爲に、巳むを得すラ子アルポール盤によるか又は穿孔桃

ナN)火きな大剛の竪ポール俳を使剛し,てゐたか、 MD・ー・

R3 剛竪ポール盤は此の制顎を簡單に解決するもので能

李・精唆及ぴ資材の獣からも極めて好ましい影郷を輿へ

てゐ乙。

修

ノ^^

.^L'、

罰へ

1

ー^゛よ、
__之璽
^

穿孔能力

づスイン

宅吋テーパー孔

宅軸行程

鼬羅'註、ー

3. 主要性能

251モ(鋼)、 32 托(僻繼わ、

600 粍

モールステーハー NO.3

1751モ(手動)、 120 *f(肉動)、
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霜
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懐

0

迹疫覗換ハンドル

キ軸速唆

毛軸1司動途り・ー・ 3 殖類 1 炉1愽に付0.14,0.20,0.28 仟

テーづル作業西々殖 480×750 打

テーづル行程 51伊托

主軸端よりテーづjレ迄の最大距航 5801ι〔

宅軸端よりべース.迄の最大距艇 980 +[

荘動機 最プく 1 馬力 4,6,8,121御

至体の高さ 2,390 粍

床面菰 930× 1,000 仟

弔 予勺 1,0001圧電

4.附屬
「ユ
ロロ

標準附屬胴.( 1 )

遜動、{幾力と大 1.1.岳力 4,6,8,121師(イ) 1仙

野寸好ι" R会弍女!ξt避 1細( rT )

給油奘豊 1矧f/、)

スパナー類 1 斜1

づりースボンラ 1胴

(11)牛"川對嬬'1,

3--NO.2NO.

(イ)モールステーパースリーづ
3-・NO.1NO.

f ") i靴チヤック・・・!邑吋(チヤ,りク軸モー}レステーパーNO.3)

5.構 造

第
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_亙分105--1,470 緬陣導(20OV50、)

"'・御1分130-1,フ70 回1噂(220V60~)
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④テーづル用ハンドル

①締付レバー

⑥齒車切換レバー

⑦途b ハンドル

⑧途力切換金

(1)へりド

＼ツドはーつのユニットを爲し多述度誘導電動畿を主体

とした簡單堅牢な織造で祥別の機台に取付け特殊目的の

專用機として使用する事も出来る。スインづは600粍、自

動途り装置を装備し相當大型の部轟.の加工に適するのが

將徴である。

(イ)主軸

主軸及ぴ途りシリンダーは桜械の生命を支配す.る重要な

る部分である爲、その設計犲料及ぴ工作には特別の注意

を拂つてゐる。軸受には精安の高一球軸受を装備し振動

少く高速度忙於て充分弧力切削に耐える悩斯斐計され,てゐ

る。

(ロ)主軸速度燮換叢置

電動機は 4,6,8,12,趣の多述度誘導電動憐で主姑速

度は頭部の速麼縫換ハンドルの操作によか誼動機の,極獄

を換へて 4 段に縫換され、更に齒車釖換レパーによわ

パックギヤーの拙・換へを行ひ 8 段に焚速す名事が出來る。

パックギ卞一の掛外しは開陛1器レパーを停.止の位置に置き主

軸を極めて低速にして後操作せねぱならぬ。述度焚換レ

パーの操作は極めて簡單でハンドルの位置は述妾銘板によ

り直に主軸回轉數を示すやうになつてゐる。主軸の河轉

方向は齒車箱の左側にある開閉器レパーにより操作され

蓮轉中何れの回轉に於ても容易に回轉方向を換へる事が

出來る。道轉は主軸の急述な停_止叉はタ,,δ立に利用才

れろ。

3 耻生延用 MD・R3 型竪ポ

テーづル上 F用

途力づラケット帝制寸用

主軸速炭バックギ卞一雫

途り用

乎動南動逑OL山拠地

(ハ)送り装置

主軸の手動及ぴ冑動途り装置はコラムに取付けられた

途りづラケ.り卜により行はれ、途りレバー及ぴ途り切換金

忙よ b操作される。途りづラケ'介はコラムの摺動面を上

下し、作業に應じて適當な位置に調整して後締付レパー

を彈く締めて使用する。手動及ぴ自動途りの切換へは途

り切換金により行はれる。手動途りの場合は途り切換金

を右に廻して H 印を途りハンド1レの位置に合せて使用す

る。自動途りの場合は途り切換金を逆に廻してA印を途

リハンドルの泣置に合せて使用し、錐先を加工する品物

に當て途りハンドjレを張く廻さなけれぱ自動途りがかか

らたい。自動途りの場合には特にとの鷲に注意せねぱな

らぬ。自動途りの鍵換は途り奨換用の握りを廻禅して握

りの柄に記入してある途り量を矢印に合せて1回轉に付

0.14,0.20,0.28粍の 3段{て迷化する京が出'來る。途りの

篭換は溺,り千一によ乙ため運科冲に操作しても支障はな

い。孔の深さを定めるには(第7制參照り、豫め途りづラ

丁介の右側のネ手⑧をゆるめて訟辻知倫⑨を左に廻して

調攻糾瑜の突起をづラ丁介の突起に常て九まX錐を所要の
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深きまで手で途り、その位置でネ子⑧を住K稲め付けて

おく。自動途り掛をけた際にはとの突起に常たる位置で

肖動的に途りが外れ孔の深さを一定にす乙事が川來る。

叉宿動途りを作業の途中で外した一場合には途りハンドル

を手で強く戻せぱよい。

台(11)機

機右'はへッドのスインづプくなる爲之IC1愈じてJド常にj血

丈に設計されて居・り、テーづ1レ作業画々積は 480×7501毛

で大型部偏.の加工に訓マ常に便利、6あ乙。テーづルの位置は

側而のナ,り卜を弛めてテーづル用ハンドルにより瓢糾佐する。

調す住後はナ,り卜を充分'、i1帝イ寸けて後イ乍業す乙。コラムはln1曜

で精虔■K張力・町削に耐へ乙京が川來乙。切創給油裴置

には常測●1の電動油ポンづを使用しコラ△の下のべース

が油糟の働きを爲し完至な斜M肋q丁はれ乙'心動機及び

附屬電氣奘置は總べて當測穿1吊.を使用し、二1二作恍械の栓

能を充分活かt様に牛"刈の注意を拂つて居乙、

6.形式種類

MD-R3型竪ポー」レ盤は主軸行程及び主ψ1抄舗W形式忙

より六の3種類に分ける事が出來る。

様形式 什 喪

行程枳準、生嗣城榊票準3

村程 50 粍延長、圭判街副栗準

MD-・R3-31 行覗村ル凖、生i抽端〒.換チ卞ツク式

947
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MD-6 R 3型ポー}レ雛(庶用佃D

訂

'1,、20、、リ

_ノ

行祥延長女ぴ!f一突チ卞ツク式のものは特別の災吋Uてよ

り婁U乍するもので加_工部品にっいて充分檢村が必要であ

る。早イ奥チャ,"式のものは孔刎作業井他に鱸用tれ

ぱ非常に便利である。

フ.使用上の注意

先づオイルカッづ、づりースカッづ、 J{二他吃、要なる汁1、り血に充

分給油する。パックギャーの噛中箱及ぴ主Ⅷ用軸受箱には

づりースが充」打してあるから少く上も4Fに1致山1はづりースの
沈充叉は邱才典へを行'、立J饗がある。テーづル及ぴ途りづラ

1寸の位置は力1ロコ挑田●六きさ雄1薪乍業岩の体格に應じ

て遭'品に訓一燧する'J嬰があろが、訓*後はレバー汲ぴナット

を充分締付けて使用しなければならない。桜械の掘イ寸け

父は他の刊油でオ兆械の侈動を要tる時には第9岡の吊上

製・領区あるやうにコラムの後剖W)ベースの左右の端に 0-

づを劉けて吊心ぱよい。ヘッドに口一づを矧、け乙事け羅

對IC避けなけ鄭_ぱならない。

8.結 言

以上が MD【R3型竪ポール覗知X佐造及び使用法にクい

ての簡單なる誘明である。本機は某力面の御要求に基き

新しく設i1生瞥乍したものでその性能については不断の研

突古改良主を加へ更に纓秀た乙燮偏.を興作tべく努力し

て居ろ次第で立る、
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